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時
評
「
ウ
エ
ー
ブ
」 

十
三
回 

 

小
さ
な
大
国 

 
６
０
年
代
ま
で
は
イ
ン
フ
ラ
な
ど
何
も
な
く
、
島
民
は
貧
困
に
喘
い
だ
。
し
か
し
用
心
深

い
人
々
は
、
島
の
宝
は
人
民
と
自
然
の
み
と
、
教
育
や
自
然
保
護
を
重
視
し
た
。
こ
の
姿
勢

は
自
然
環
境
保
護
運
動
で
大
き
な
業
績
を
残
し
た
慈
善
実
業
家
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
氏
に
深
い
感
動
を
与
え
た
。
彼
は
私
財
を
投
じ
て
、
空
港
や
、
港
、
電
気
、
上
水
道
、

道
路
な
ど
を
整
備
し
、
超
高
級
リ
ゾ
ー
ト
を
開
発
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
観
光
部
門
が
発
展

し
、
常
夏
の
島
国
の
経
済
を
潤
し
た
。 

国
旗
に
ラ
テ
ン
語
で

V
i
g
i
l
a
t
e

（
用
心
深
く
）
と
あ
る
国
標
の
通
り
、
島
民
は
至
極
用
心

深
い
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
植
民
地
時
代
に
綿
花
や
砂
糖
黍
を
栽
培
す
る
農
園
で
過
酷
な
奴

隷
労
働
を
強
い
ら
れ
た
、
ア
フ
リ
カ
人
の
子
孫
だ
。
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。 

そ
の
用
心
深
さ
が
国
運
を
変
え
た
。
第
２
次
大
戦
後
、「
陽
が
沈
ま
ぬ
」
と
ま
で
言
わ
れ
た

大
英
帝
国
の
崩
壊
に
、
世
界
は
独
立
解
放
の
熱
に
浮
か
れ
騒
い
で
い
た
。
そ
の
世
情
に
背
を

向
け
た
島
民
は
、
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
カ
リ
ブ
海
域
諸
国
ど
こ
ろ
か
、
全
世
界
に
散
ら
ば
る

元
英
国
領
の
国
々
の
笑
い
者
に
な
っ
た
と
聞
く
。
島
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
「
人
口
１
万
人

少
々
の
（
当
時
）
島
国
に
独
立
国
家
経
済
を
維
持
す
る
ゆ
と
り
は
な
い
」
と
気
に
も
か
け
ず
、

「
笑
う
方
が
非
常
識
」
と
動
じ
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
英
国
海
外
領
地
と
し
て
小
国
の
活
を
求

め
る
道
を
選
び
、
外
交
と
防
衛
は
英
国
に
ま
か
せ
て
、
内
政
は
独
立
国
と
違
わ
な
い
自
治
権

を
取
得
し
た
。
用
心
深
さ
は
先
見
の
明
を
誘
う
の
か
、
世
界
史
を
顧
み
れ
ば
賢
明
な
選
択
だ

っ
た
。 

そ
れ
で
も
用
心
深
い
島
民
は
、
観
光
部
門
に
偏
る
リ
ス
ク
を
案
じ
て
、
自
然
を
破
壊
し
な

い
産
業
部
門
を
探
し
続
け
た
。
８
０
年
代
に
、
オ
フ
シ
ョ
ア
法
人
・
金
融
部
門
に
注
目
し
た

カ
リ
ブ
海
に
浮
か
ぶ
英
領
バ
ー
ジ
ン
諸
島
を
本
拠
に
し
て
５
年
に
な
る
。
北
緯
１
８
度
西

経
６
４
度
周
辺
の
大
小
約
６
０
島
か
ら
成
り
、
あ
わ
せ
て
や
っ
と
小
豆
島
の
面
積
だ
。
ほ
と

ん
ど
が
無
人
島
で
、「
宝
島
」
物
語
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
ノ
ー
マ
ン
島
も
そ
の
ひ
と
つ
。
亜
熱

帯
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
緑
に
覆
わ
れ
た
険
し
い
山
脈
が
、
群
青
の
海
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
た
姿
を

想
像
す
る
と
い
い
。 
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
高
名
な
弁
護
士
だ
っ
た
そ
の
人
は
、
島
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
精
神
に

感
動
し
、
ウ
オ
ー
ル
街
の
仲
間
を
集
め
て
無
償
奉
仕
で
手
伝
う
と
名
乗
り
出
た
。
米
国
を
含

む
世
界
各
国
の
法
人
税
改
正
や
、
不
正
資
金
洗
浄
を
防
ぐ
管
理
対
策
な
ど
、
予
想
以
上
の
大

仕
事
と
な
っ
た
。
が
、
小
さ
な
国
の
偉
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
一
心
奮
起
し
た
チ
ー
ム
は
、
無
償

の
約
束
を
守
り
最
後
ま
で
や
り
と
げ
た
。
カ
リ
ブ
海
の
奇
跡
と
ま
で
言
わ
れ
る
高
度
成
長
が

始
ま
っ
た
。 

島
民
は
職
を
ひ
と
つ
に
限
ら
な
い
。
昼
間
は
役
人
、
夜
は
自
動
車
整
備
工
、
週
末
は
農
業

な
ど
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
と
、
様
々
な
危
機
管
理
を
し
て
き
た
。
早
朝
か
ら
出
勤
ま
で

の
２
時
間
を
我
が
家
で
働
く
お
手
伝
い
さ
ん
も
、
昼
間
は
役
所
勤
め
。「
失
業
し
た
ら
、
社
会

保
障
が
最
低
限
の
生
活
を
保
証
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
迫
害
の
歴
史
が
培
っ
た
仲
間

社
会
や
大
家
族
が
、
面
倒
を
み
て
く
れ
る
。
不
安
な
ど
な
い
」
と
、
ま
る
で
平
気
だ
。 

し
か
し
今
、
ア
メ
リ
カ
発
経
済
危
機
が
、
観
光
と
オ
フ
シ
ョ
ア
部
門
双
方
を
直
撃
し
て
い

る
。
そ
れ
で
も
こ
の
島
国
は
び
く
と
も
し
な
い
。
我
が
国
の
よ
う
に
行
政
が
労
働
市
場
の
流

動
性
を
束
縛
し
た
歴
史
も
な
け
れ
ば
、
危
機
だ
か
ら
と
偏
っ
た
労
働
政
策
な
ど
考
え
な
い
。 

雇
用
激
震
に
国
民
の
不
安
が
増
す
我
が
国
に
想
い
を
馳
せ
る
今
日
こ
の
頃
。
こ
の
島
国
が

小
さ
な
大
国
に
見
え
る
の
は
、
私
の
ひ
い
き
目
な
の
だ
ろ
う
か
。 

が
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
。
そ
れ
を
聞
き
知
っ
て
動
い
た
の
が
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
同
様
、
島

の
自
然
と
賢
明
な
島
民
を
愛
す
る
一
人
の
観
光
客
だ
っ
た
。 

戦
後
の
通
貨
の
選
択
も
用
心
深
く
、
独
自
貨
幣
は
小
国
に
損
と
拒
否
し
た
こ
と
も
幸
い
し

た
。
英
ポ
ン
ド
よ
り
米
ド
ル
が
地
理
的
に
優
位
だ
と
、
ド
ル
を
選
ん
だ
。
米
ド
ル
通
貨
の
特

典
に
英
領
の
安
心
と
良
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
加
わ
る
オ
フ
シ
ョ
ア
法
人
・
金
融
セ
ン
タ
ー
は
、

希
少
価
値
が
高
い
。
資
産
額
で
世
界
の
ト
ッ
プ
を
競
う
ま
で
に
発
展
し
た
。 
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